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令和 7年 6月吉日 

日本臨床衛生検査技師会北日本支部所属施設  

技師長・凝固検査担当者 各位 

日本臨床衛生検査技師会北日本支部 

支部長 早坂 光司 

学術部長 奥沢 悦子 

 

「凝固検査パニック値に関するアンケート調査」へのご協力のお願い 

 

平素より当技師会活動にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

臨床検査におけるパニック値の設定や運用は、日本医療検査科学会の極端値・パニック値対応マニュアルや日本

臨床検査医学会の臨床検査「パニック値」運用に関する提言書に例として挙げられています。しかし、凝固検査は

標準化が遅れている分野であるため、試薬・機器間差が大きく、共用基準範囲の設定にも至っておりません。 

そのため、凝固検査のパニック値の設定や運用方法についても、各施設で様々であると予想されます。しかし、

凝固検査のパニック値の設定や運用に関する報告は少なく、本邦では大規模調査もほとんど実施されていないた

め、各施設の凝固検査におけるパニック値設定および運用状況の実態については、不明な点が少なくありません。 

このたび、日臨技北日本支部の臨床血液部門では、凝固検査のパニック値の設定や運用に関する現状把握および

その適切な設定・運用に貢献するための情報収集・発信を目的に本アンケート調査を計画いたしました。 

つきましては、本調査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただけますよう何卒お願い申し上げます。 

 

＜送付文書＞・「凝固検査パニック値に関するアンケート調査」へのご協力のお願い（本紙） 

・ 「答 に際し、事前にお調べいただきたい事項」 

 

＜答 および提出方法＞：・WEBアンケート（Google フォームを利用） 

・下記URLまたはQRコードからご答 ください。 

・https://forms.gle/qgFodBjWha58BThg9  

＜調査対象＞：日臨技北日本支部所属施設 

＜調査内容＞：凝固検査のパニック値を中心とした日常の検査体制や運用方法等 

＜答 期間＞：2025 年 7月 7日（月）～2025 年 7月 22 日（火） 

＜答 に要する時間＞： 30 分程度 

＜調査結果＞：本調査結果は答 施設が特定されないよう十分配慮した上で北日本支部研修会や日臨技関連学会

および論文等で発表し結果をフィードバックいたしますので、ご了承の程宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

日臨技北日本支部臨床血液部門 

盛合亮介（札幌医科大学附属病院 検査部） 

TEL 011-611-2111（内線：36440） 

e-mail：moriai@sapmed.ac.jp 

＊各道県の部門員へお問い合わせいただくことも可能です。 

＊各道県の部門員への問合せ先は P3 をご確認ください。 

https://forms.gle/qgFodBjWha58BThg9
mailto:moriai@sapmed.ac.jp
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答 に際し、事前にお調べいただきたい事項 

本アンケート調査では、以下の事項を中心にお伺いします。答 にあたり、あらかじめお調べいただく際に、本

用紙をお使いいただけたら幸いです。ご多忙の折、大変恐れ入りますが、本アンケート調査にご協力のほど何卒

よろしくお願い申し上げます。 

 

調査項目 ご施設の情報 

病床数  

平均外来受診者数  

平日日勤帯の 1日あたりの凝固検査検体数（院内検査）  

平日日勤帯の 1日あたりの凝固検査検体数（外注検査）  

検査技師数（総数）  

検査技師数（平日日勤帯の血液検査担当）  

基準範囲の設定根拠（文献、書籍などを引用している場合

は、文献名、書籍名も問わせていただきます） 

PT  

APTT  

フィブリノゲン  

FDP  

Dダイマー  

アンチトロンビン  

パニック値の設定根拠（文献、書籍、学会指針などを引用

している場合は、文献名、書籍名、学会名も問わせていた

だきます） 

PT  

APTT  

フィブリノゲン  

FDP  

Dダイマー  

アンチトロンビン  

1 か月のパニック値報告件数 

PT  

APTT  

フィブリノゲン  

FDP  

Dダイマー  

アンチトロンビン  

HIS 画面（検査結果報告書を含みます）に一目でパニック

値とわかる表示をしているか 

 

再検査中の検査項目におけるHIS 画面の表示について  

パニック値報告後に、医師がパニック値対応についてカル

テに記載しているかどうか確認しているか 

 

パニック値の設定・運用方法の見直し頻度とその方法  

パニック値の設定・運用方法を協議している委員会および

会議体名 

 



 3 / 3 

 

 

 

【凝固検査パニック値に関するアンケート調査担当】 

北日本支部臨床血液部門 

盛合 亮介（北海道：札幌医科大学附属病 院検査部） moriai@sapmed.ac.jp  

大井 惇矢（青森県：八戸市立市民病院 臨床検査科） jun.903i@icloud.com  

染谷 俊裕（岩手県：岩手医科大学附属病院 中央臨床検査部） someya@iwate-med.ac.jp  

加賀 淑子（宮城県：東北医科薬科大学病院 検査部） yoshiko.kaga@hosp.tohoku-mpu.ac.jp  

石垣 浩子（秋田県：JA秋田厚生連平鹿総合病院 臨床検査科） hiraka-ketsueki@hiraka-hp.yokote.akita.jp  

結城 智嗣（山形県：山形大学医学部附属病院 検査部） yu_ki0302_courage@yahoo.co.jp  

安藤 菜緒美（福島県：公立岩瀬病院 臨床検査科） kensa@iwase-hp.jp  

榊原 聡子（新潟県：新潟県立がんセンター新潟病院 臨床検査科） s-sakakibara@niigata-cc.jp  

アドバイザー 

松田 将門（福島県立医科大学保健科学部臨床検査学科） 
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